
① 全員で合格 

② 「自分の希望」  「自分で選択」  「自分で決定」 
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令和７年４月１５日（火） 

■ 進路通信について 

進級おめでとうございます。今年度、みなさんの進路を取りまとめることになりました、 

 三ツ口 智貴です。１年間よろしくお願いします。 

いよいよ、３年生。卒業後の進路を具体化させる時がきました。 

みなさんは今、進路に対してどのような気持ちですか。よく分から 

            ず、不安があるかもしれません。みなさんが不安なく進路を選択でき 

るように、この進路通信「道（みち）」を発行することとしました。 

進路通信では、様々な大切な情報を伝えていきます。  

そのため、進路通信についてみなさんに守ってもらいたいことが二つあり 

ます。 

 

 

 

 

 

 

みなさんに大切な情報もありますし、保護者の方にとっても大切な情報も多くあります。 

また、きちんと目を通すことによって、必要な情報をしっかりと受け取ることができます。 

  

次に、進路を考える時、みなさんに特に意識してもらいたいことが二つあります。 

 

 

 

 

 

３年生全員が
・
自分の進路への合格を目指すのは当たり前ですが、先生たちも含め、全員で

・
合格を目指

しましょう。互いに情報を共有したり、分からない問題を教え合ったり、辛い時は励まし合ったりする

ことで、全員で進路に向かうことを常に意識していきましょう。 

また、進路については原則「自分の希望」「自分で選択」「自分で決定」です。そのために、先生やお家の人

とたくさん、しっかりと相談してください。 

 みなさんが自分の納得できる進路を選択できるよう、先生たちも一致団結してがんばります。 

1 年間よろしくお願いします。 

 

 

① 必ず保護者に見せる。 

② 体験の日程など、必ず目を通しておく。 

 

               No.1 道 



■ 進路希望調査について 

３年生では、必要な情報を提供したり相談をしたりするために、進路希望調査を行います。（４月１５日（火）に配

付します。）進路希望調査をきっかけに、家庭で進路について話し合ってください。 

早速、第１回目の進路希望調査を行います。学級締め切りを４月２２日（火）とします。これは不備の訂正も含め

ての期日ですので、早めの提出をお願いします。以下の注意点をしっかり読んで、正しく記入してください。 

注意点 

１  進路希望調査は、自分で記入します。ただし、保護者氏名の欄は、保護者の方に記入してもらってください。 

 

２  記入は、黒のボールペンか黒インクのペンを使ってください。（フリクションなどの消えるペンは使わない） 

間違えた場合は、黒の二本線で消して、書き直します。修正液・修正テープは使わないでください。 

 

３  愛知県内の私立高校は最大で３校まで受験できます。日程が重ならないようにコード表（別紙）で 

確認してください。（コード表はクラスルームにも掲載します。） 

 

４  愛知県の公立高校は最大で２校まで受検できます。２校の組み合わせには気を付けましょう。 

① ２校とも普通科を受検する場合、同じ群の A・Bグループそれぞれ１校ずつしか受検できない。 

例 ◎１群 A 旭丘 ‐ １群 B菊里      ◎２群 A 春日井 ‐ ２群 B 春日井南   

×１群 A 小牧 ‐ ２群 B春日井南（群が違う）  ×２群 B 千種 ‐ ２群 B 瑞陵（同じグループ） 

② 専門学科は A・Bが違えばどの群とも受験が可能 

例 ◎２群 A春日井西 ‐ 専門学科 B春日井泉 ◎専門学科 A 市工芸 ‐ 専門学科 B 愛知総合工科 

 

図１ 公立高校の受検可能な組み合わせ 

（線で結ばれたところが受検可能。同じマークの組み合わせが受検可能） 
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〈保護者の皆様へ〉 

    進路については本人とご家庭の考えが土台となります。迷いや悩みを解決し、進路選択を成功させるためには、強

い土台が必要です。希望を具体化していく一つの手段として、機会があるごとに進路希望調査を行っていきます。ご

家庭で進路についてしっかり話し合い、お互いの考えを伝え合い、まとめていってもらいたいと考えております。ご理解

とご協力をお願いします。私たち教師だけでは気付かない点もありますので、保護者の方と力を合わせてお子様の将

来を考えていきたいと思っております。今年 1年、どうぞよろしくお願いいたします。 


